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東 ア ジア にお ける偏西風の 空間変動特性
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1．は じめ に

　 日本 を含む 中緯度上 空 には偏西 風 が定 常的に

吹い て い る。偏西風を総観場か らみ た研究 は事例

解析が多 く、例 えば土屋 （1967）がある が、統計

解析を用 い た研究は ほ とん ど見 られ な い
。 本研 究

では風 ベ ク トル 成分に対 して 主成分分析 ・クラ ス

タ
ー

分析 を行 い
、 偏西 風 の 主な変動パ タ

ーン を抽

出 した。また地上天気図 との 比較を行い こ れ らの

高層気流場 との 関係 を検討 した 。

2．使用デー
タ

期間 ：1979年 〜 2011 年 の 33 年 間 （12053 日）

使用データ ： NCEPINCAR 再解析デ
ー

タ

　　　　（00UTC 　500hPa 東西 ・南北風デー
タ）

対象領域 ： 20 〜 52．5
°

N
，
110 〜 160

°
E

3 ．解析方法

　 は じめに 500hPa 気流揚 の データ （風ベ ク トル

成分）に対 し主成分分析を行い 、主な卓越気 流パ

タ
ー

ン を抽出す る。次に 500hPa 気流揚 の 第 1か

ら第 6主成分の 卓越指数を用い た ク ラス タ
ー分析

を行い 、気流場の パ タ
ーン分類を行 っ た。さらに

地上 天気 図 との 比較を行 い
、 それ ぞれ の 特徴 を ま

とめた 。

4 ．結果 と考察

　500hPa 気流場で は第 1か ら第 6 主成分ま で で
、

解析期間内の気流場 の 変動の約 213を説明できる。

第 3 主成分まで の 寄与率が大きく、こ れ らは 季節

的に 卓越 しやすい 移動性 高気 圧や 低気圧 な どの

影響 を表 して い る もの と考え られ る。500hPa 気

流場 の 第 1 か ら第 6 主成分ま で の 卓越指数 を用 い

て 、気流場の パ タ
ー

ン分けを行っ た結果、7 つ の

グル
ープが抽出 された 。 メ ン バ ・− taが特に多い グ

ル
ープが 2 つ あ り、グル ープ名を W 型 と S 型 と

した。
これ らは、主に第 1 主成分の 違い に よ り寒

候期 に出現 しやす い パ ターン と暖候期 に出現 し

やすい パ ターン を示す 。 W 型は大陸か らの 北西の

風が特徴的 で あ るの に対 し、S 型 は大陸か らの風

は弱 く、対象領域南側で 東風 がみられ る （図 1）。

解析期間中にお けるグ ル
ープの 頻度に は 目立 っ

た時間変化はみ られ ず、寒候期か ら暖候期、暖候

期か ら寒候期 へ の 移 り変わ りで あ る遷 移期 にお

い て 、そ の 時期が年 々 早 くな る 、 遅 くなる とい っ

た傾向は無い こ とが分か っ た。また、寄与率の 大

き い 第 1か ら第 3主成分の 年別月 平均卓越指数に

は有意な トレ ン ドは無く、例 えば第 1 主成分 と対

応す る強風軸の 顕著な変動は見 られ な い 。

　上 空 の 気流場 と気象庁 の 地 上 天気 図 の 比較 に

よ り、偏 西風 が大き く蛇行する とこ ろで は 前線を

伴っ た低気圧 の 影響が見 られたが、下層に近づ く

に つ れ、地表 の 影響を受けや すくな るた め 、
上層

の 風 の 影響が 下層 に は っ き り と表れ ない 場合 が

あ っ た 。

　分 類 され た グル
ープ の 中で 極端 に 日数が少 な

い もの を特異パ タ
ーン と定めた。特異パ タ

ー
ン の

一
例 と して 、9 日間の メ ン バ ー

を もつ グル
ープの

平均気流図 を図 2に示 す。こ の 特異パ タ
ーン で は、

い ずれ も地上天気図よ り切離低気圧がみ られた 。

GP ．w （3s87 》 GP ．s（3tls2）

図 1 ：W 型 と S 型 の 平均 気 流 場

　 　 図 2 ： 特 異 パ タ
ー

ン に お け る平均気流図
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